
Q 救急車の出動回数や救護される人は、
どれくらいありますか。
A 京都市では、昨年１年間に６６，０６３件
（前年比４，２３３件増加）の救急出動があり、
６０，７５６人（前年比３，２５８人増加）の方を救
護しました。これは、１日あたり約１８１件
の救急出動があり、約１６６人のケガ人や病
人を救護したことになります。救急車の
出動件数は、毎年増加しており、今後も
この傾向が続くものと考えられます。
Q １１９番で救急車を要請する場合に注意
する点は何ですか。
A 救急車を要請する場合に注意する通報
のポイントは、次のとおりです。
１． 何が起きたかを伝える。
２． 場所（住所）を正確に伝える。
３． 現在の状況を伝える（例「交通事故
でけが人が１名います」など）。

４． 名前と電話番号を伝える。
５． 携帯電話などで通報する場合は、そ
の場を移動したり、電源を切らない。

６． 急にしゃべれなくなったり、指令員
の声が聞こえなくなった場合は、受話
器をあげたまま（電話を切らずに）受
話器や近くの物をたたくなどして異変
を知らせてください。
Q 救急車到着までの間、何をすればよい
のですか。
A 消防機関が１１９番を受信してから救急
車が現場に到着するまでには、全国平均
で約６分掛かるといわれています。特に、
大きなケガや病気などの急変により、心
臓や呼吸が止まった方は、この６分間が
生死を分ける重要な時間となります。従
って、救急車が到着するまでの間、その
場に居合わせた人が人工呼吸や心臓マッ
サージなどの応急手当を実施することが
重要となります。

Q 応急手当の方法はどこで教えてもらえ
ますか。
A 市内の各消防署や南区の市民防災セン
ターで定期的に応急手当の講習を実施し
ています。主な講習については、次のと
おりです。
１． 普通救命講習（無料）
２． 上級救命講習（無料）
３． 応急手当普及員講習（テキスト代が
必要）

応急手当の講習や救急に関するご質問
は、下京消防署警防課救急係まで、お気
軽にお問い合せください。

☆救急隊員のひとりごと☆
この季節、お花見や学生のコンパ、
会社の歓迎会などで、飲酒の機会が
増えます。それに伴って急性アルコ
ール中毒による救急要請が急激に増
加します。急性アルコール中毒は、
嘔吐による窒息や低体温など、命に
かかわる事故にもつながりかねませ
ん。お酒は程々にお願いしたいもの
です。

消防団員を募集しています
消防団は、地域の防火・防災のリーダ
ーとして活躍しています。

『ぜひ、あなたの力を�』
詳しくは、お近くの下京消防団員また
は下京消防署庶務係まで。
問合せ 下京消防署（�３６１・４４１１）

けすぞう君の防災 Q&A 「救急事故多発�」
あなたは大切なひとの命を守れますか？

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君

で
す
。

近
年
、
高
齢
化
の
影
響
を
受

け
て
、
救
急
車
の
出
動
が
増
え

て
い
ま
す
。

今
回
は
、応
急
手
当
や
１
１
９

番
通
報
の
重
要
性
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
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昨
年
１１
月
に

開
館
５
周
年
を

迎
え
た
学
校
歴

史
博
物
館
で

は
、
約
３
か
月

に
１
回
の
割
合

で
企
画
展
示
の

入
れ
替
え
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画

展
は
、
市
立
小

学
校
な
ど
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る

美
術
工
芸
品
約

千
３００
点
の
中
か

ら
、
自
然
を
題

材
に
し
た
絵
画

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
、
日
本

の
四
季
を
感
じ

る
展
示
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

開
催
期
間

４
月
５
日
（
月
）
〜

７
月
１３
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
入
館
は
４
時
３０
分
ま
で
）

休
館
日

毎
週
水
曜
日
（
休
日
の

場
合
は
翌
日
）

入
館
料

大
人
２００
円
、
子
ど
も
１００

円
（
団
体

大
人
１６０
円
、
子
ど
も

８０
円
）
※
京
都
市
内
の
小
・
中
学

生
は
、
土
・
日
曜
日
無
料

展
示
品
（
出
品
点
数
約
７０
作
品
）

む
か
い
じ
ゅ
ん
き
ち

き
た
し
な
の
そ
う
し
ゅ
ん

・
向
井
潤
吉
「
北
信
濃
早
春
」

（
元
豊
園
小
学
校
蔵
）

こ
じ
ま

せ
い
ざ
ぶ
ろ
う

た
き
ず

・
小
島
清
三
郎
「
瀧
図
」

（
元
豊
園
幼
稚
園
蔵
）

も
ろ
な
が
せ
い
ち
ょ
う

じ
ゅ
う
に
か
げ
つ

・
諸
永
青
晁
「
十
二
ヵ
月
図
」

（
植
柳
小
学
校
蔵
）

お
お
に
し
ち

づ

こ

し
ろ
あ
と

あ
き

・
大
西
千
鶴
子
「
城
趾
の
秋
」

や
ま
ぐ
ち
れ
い
き

な

す

・
山
口
玲
�
「
茄
子
」

（
元
格
致
小
学
校
蔵
）

問
合
せ

市
学
校
歴
史
博
物
館

（
�
３４４
・
１
３
０
５
）

『
北
信
濃
早
春
』
向
井
潤
吉
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日本赤十字社は、より多くの皆さんに、赤十字運
動を理解していただくための取組を行っています。
例えば、災害時の救護活動・支援活動をはじめ、赤十字奉仕団を
中心とする各種ボランティアの育成など幅広い活動の他、国際的に
は、紛争や災害などで苦しむ人々に救援の手を差し延べるなど、国
の内外を問わず広域的な活動をしています。
特に５月は、赤十字運動月間として、さまざまな周知キャンペー
ンが全国規模で展開されます。
今年も多くの赤十字事業を支え、より推進していくために、皆さ
んに社資募集のご協力をお願いします。
詳しくは、それぞれの学区の分団長またはまちづくり推進課まで。

平
成
１６
年
４
月
か
ら
、
小
学
校
新
１

年
生
か
ら
新
３
年
生
（
平
成
７
年
４
月

２
日
〜
平
成
１０
年
４
月
１
日
生
）
ま
で

の
児
童
も
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
（
現

在
は
就
学
前
ま
で
）。

次
の
資
格
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

は
請
求
し
て
く
だ
さ
い
（
公
務
員
の
方

は
各
職
場
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）。

１.
受
給
対
象
者

小
学
校
新
３
年
生
ま
で
（
平
成
７
年

４
月
２
日
以
降
生
）
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
方
。

２.
支
給
月
額

１
人
目
・
２
人
目
の
児
童

…
５
千
円

３
人
目
以
降
の
児
童…

１
万
円

３.
請
求
受
付

請
求
は
随
時
受
け
付
け
、
そ
の
翌
月

分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
新
２
・
３
年
生
の
児
童
に

つ
い
て
は
、
平
成
１６
年
９
月
３０
日
ま
で

に
請
求
す
れ
ば
４
月
分
か
ら
支
給
し
ま

す
。現

在
受
給
中
の
方
は
、
新
１
年
生
の

児
童
に
つ
い
て
は
再
請
求
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
新
２
・
３
年
生
の
児
童

も
扶
養
さ
れ
る
て
い
る
方
は
、「
児
童
手

当
額
改
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

４.
請
求
に
必
要
な
も
の

通
帳
な
ど
受
給
者
の
銀
行
口
座
（
京

都
市
内
金
融
機
関
、
郵
便
局
を
除
く
）

が
確
認
で
き
る
も
の
と
印
鑑
。

た
だ
し
、
ご
本
人
が
請
求
す
る
場
合

は
、
記
名
押
印
に
代
え
て
署
名
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

５.
所
得
制
限

平
成
１５
年
度
（
平
成
１４
年
中
）
の
所

得
額
が
一
定
額
以
上
の
方
は
、
手
当
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
６
月
１
日
の
現
況
届
の
際
、

平
成
１６
年
度
（
平
成
１５
年
中
）
の
所
得

に
よ
り
再
度
資
格
判
定
を
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
で
も
所
得
の
変

動
な
ど
の
た
め
再
度
請
求
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
５
月
中
に

請
求
す
れ
ば
６
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

６.
そ
の
他

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
中
で
、

会
社
な
ど
を
変
わ
ら
れ
た
り
辞
め
ら
れ

た
方
、
住
所
・
氏
名
・
振
込
口
座
な
ど

に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
必
ず
福
祉
介
護

課
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

下京区体育振興会連合会主催のスポーツ大会が開催されました。
大会の成績結果は、下記のとおりです。
◆創立５０周年記念◆
�第５２回下京区民卓球大会
優 勝 七条第三体育振興会
準優勝 醒泉体育振興会
第三位 有隣体育振興会
第三位 光徳体育振興会
�第１４回下京区民シニア
レディースバレーボール祭
優秀チーム 格致体育振興会
優秀チーム 淳風体育振興会
優秀チーム 安寧体育振興会
優秀チーム 七条第三体育振興会

下
京
区
で
は
、
区
民
が
お
互
い
に
尊

重
し
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
安
心
し

て
住
み
続
け
、
い
き
い
き
と
活
動
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
々
の

暮
ら
し
の
中
に
人
権
を
大
切
に
す
る
習

は
ぐ
く

慣
が
根
付
い
た
「
人
権
文
化
」
を
育
む

こ
と
の
必
要
性
を
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

し
、
共
に
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
、

『
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
』
と
『
人
権

啓
発
パ
ネ
ル
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

●
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

今
回
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
京
都

府
視
覚
障
害
者
協
会
音
楽
部
の
皆
さ
ん

５
人
に
よ
る
、
琴
の
演
奏
と
ご
自
身
の

体
験
に
基
づ
く
お
話
し
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
演
奏
会

を
開
催
さ
れ
た
り
、
市
民
芸
術
広
場
を

は
じ
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
催
し
を
通
し
て
人

権
の
大
切
さ
を
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時

５
月
１３
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

池
坊
学
園
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル

（
室
町
通
四
条
下
る
）

テ
ー
マ

『
琴
と
と
も
に
歩
ん
で
き
て
』

そ
の
他

入
場
無
料
。
４
月
２６
日（
月
）

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
入
場
整

理
券
を
配
布
。

●
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

開
催
期
間

５
月
６
日
（
木
）
〜
１４
日

（
金
）（
土
・
日
を
除
く
）

時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

場
所

総
合
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
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『
下
京
の
四
季
』
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
７０
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

総
合
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
の
展
示
会
場
に
訪
れ
た
方

た
ち
は
、普
段
見
慣
れ
た
下
京
区
の
四
季
折
々
の
風

景
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、心
を

和
ま
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ふれあい事業実行委員長賞
『公園の春』
たかはしよし こ

�橋好子（梅逕学区）

区長賞
『宵山』
まつもりゆき こ

松森幸子（植柳学区）

い とうしゅうじ

伊藤修二 （格致学区）
にしべっ ぷ しょうぞう

西別府昭三（成徳学区）

ふじいげんじろう

藤井源次郎（豊園学区）
おくだ てるみ

奥田照美（永松学区）
よねだ かぞう

米田嘉三（安寧学区）

きしだ みきお

岸田幹男（皆山学区）
かわむらこうぞう

川村弘三（七条学区）

市
民
検
診
は
、
結
核
や
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
の

検
診
で
す
。
巡
回
が
始
ま
り
ま

す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
日
、

会
場
に
て
お
気
軽
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

４０
歳
以
上
の
方

時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
（
全
会
場
共
通
）

そ
の
他

車
椅
子
で
お
越
し
の

方
は
、
七
条
第
三
小
学
校
（
７

月
６
日
）
ま
た
は
、
梅
小
路
小

学
校
（
９
月
１４
日
）
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

健
康
づ
く
り
推
進
課

３００円
便潜血検査
（検査キットを会場でお渡しします）

大腸がん検診

１，０００円
B型・C型
（年齢など受検条件があります）

肝炎ウィルス検査

１，０００円
喀痰細胞検査
（問診の結果、必要と認められた方）

結核検診

肺がん検診

無料
胸部間接X線撮影
（１５歳以上対象）

５００円
血圧測定・血液検査
尿検査・心電図

基本健康診査

費用検診内容検査項目

●対象内容

梅小路小学校１４日（火）
元格致小学校１３日（月）
光徳小学校７日（火）
光徳小学校９月６日（月）
醒泉小学校３１日（火）
植柳小学校８月３０日（月）
梅逕中学校２７日（火）
七条第三小学校６日（火）
七条中学校７月５日（月）
淳風小学校２９日（火）
七条小学校２８日（月）
元安寧小学校２３日（水）
郁文中学校２１日（月）
西大路小学校１５日（火）
修徳せんだんホール１４日（月）
尚徳中学校（元有隣小学校）８日（火）
成徳中学校７日（月）
修徳せんだんホール６月１日（火）
皆山中学校３１日（月）
学校歴史博物館２６日（水）
洛央小学校２４日（月）
ひと・まち交流館京都１８日（火）
六条院小学校１７日（月）
崇仁小学校１１日（火）
京都市総合教育センタ―５月１０日（月）
検 診 会 場検 査 日

●日程・会場

平
成
１６
年
度
の
京
都
市
予
算
の
編

成
に
は
、
歳
入
の
範
囲
で
、
行
政
評

価
を
活
用
し
効
果
的
に
予
算
を
編
成

す
る「
戦
略
的
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
」

が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
予
算

規
模
で
は
、
５
年
振
り
に
前
年
度
を

上
回
る
景
気
回
復
に
配
慮
し
た
積
極

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
京
区
に
関
連
す
る
主
な
新
規
事

業
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
「
京
（
み
や
こ
）
・
華
や
ぎ
隊
」

の
創
設

市
内
中
心
部
に
お
い
て
、
背
負
い

型
掃
除
機
や
音
声
機
付
啓
発
カ
ー
ト

を
装
備
し
た
隊
員
が
、
清
掃
活
動
や

ま
ち
の
美
観
に
関
す
る
指
導
・
啓
発

を
行
い
ま
す
。

◇
大
学
院
等
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点の

設
置

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
６
階
に

整
備
し
、
社
会
人
へ
も
専
門
的
な
教

育
・
研
究
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
建
設
助
成

「
じ
ゅ
ん
ぷ
う
（
仮
称
）」

◇
安
心
の
買
物
環
境
づ
く
り
事
業

安
心
し
て
買
物
の
で
き
る
商
店
街

づ
く
り
の
た
め
、
四
条
繁
栄
会
商
店

街
の
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
設
置

を
支
援
し
ま
す
。

◇
市
営
住
宅
建
設
事
業

（
建
設
）「
崇
仁
塩
小
路
高
倉

第
１
棟（
仮
称
）」

（
建
替
）「
崇
仁
南
部
新
１
棟

（
仮
称
）」

◇
保
育
所
整
備
助
成

（
老
朽
改
築
）「
知
真
保
育
園
」

４
月
１
日
付
け
で
、
下
京
区
長
を

拝
命
し
ま
し
た
岡
本
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。こ
の
度
、

悠
久
の
歴
史
と
町
衆
が
育
ん
だ
優
れ

た
文
化
や
伝
統
を
有
す
る
下
京
区
の

区
長
と
い
う
要
職
に
就
任
し
、
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

今
後
、
区
民
の
皆
様
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、下
京
区
の「
基

本
計
画
」
を
着
実
に
推
進
し
、
皆
様

が
誇
り
を
持
っ
て
、
楽
し
く
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
温
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
１６
年
度
京
都
市
予
算

下下
京京
区区
関関
連連
のの

主主
なな
事事
業業
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４
月
３０
日
は
、固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税

第
１
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。問

合
せ

市
民
税
課

保健所運営協議会は、保健所の運営について地域の団体・
組織や利用者の代表者と共に審議する場として、地域保健法
に基づき、各保健所に設置されているものです。
会議は、医師会などの医療関係の専門職の団体や社会福祉
協議会などの地域組織の代表者及び学識経験者などにより構
成され、一般に公開して行います。
◎応募委員数 ２名
◎委員の任期 ２年間

（平成１６年６月１日～平成１８年２月１２日）
◎応募資格
�区内にお住まいの方
�
�
住民登録している方または外国人登録
をしている方で日本語会話が可能な方

�
�

�年齢１８歳以上
	国、地方公共団体の議員または常勤の公務員でない方

平日昼間に出席可能な方
�本市の他の審議会などの委員に２つ以上就任していない
方
◎応募方法 郵便または�で下記に応募用紙と応募意見書を
お送りください。なお、応募用紙と応募意見書は保健所及び
まちづくり推進課で配布します。

〒６００―８５８８
下京区西洞院通塩小路上る

東塩小路町６０８―８
下京保健所健康づくり推進課あて
FAX ３５１・９０２８

◎応募期間 ４月１５日（木）～５月６日（木）
�当日消印有効�

◎選考方法 応募意見書をもとに保健所において協議会の委
員などが選考します。結果は、応募者全員にお知らせします。
なお、応募書類は返却しません。
◎委員の仕事 保健所運営協議会に出席し、意見を述べてい
ただきます。
◎報酬 会議出席ごとに別に定める報酬を支給します。
問合せ 健康づくり推進課

フォト楽友賞
『青春』
かめ い つや こ

亀井艶子（大内学区）

音楽部の皆さん

下京保健所運営協議会委員の公募のお知らせ 
～保健所運営の審議の場への区民の皆様の参加を募ります～ 

生活習慣病の早期発見を！生活習慣病の早期発見を！ 生活習慣病の早期発見を！ 

優秀賞
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赤十字運動にご協力ください 赤十字運動にご協力ください 企画
展 

『名画に観る 
～京都市立学校所蔵の名品から～』 

下京区長
岡本 晋

５
月
は
憲
法
月
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月
５
月
１３
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（
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演
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各種スポーツ大会結果 各種スポーツ大会結果 各種スポーツ大会結果 
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